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東日本大震災・県北部地震
　３月１１日に発生した東日本大震災・県北部地震に対し、心からお見舞いを申し上げます。
　軽井沢町社会福祉協議会では、募金箱の設置及び県が行う救援物資受付の窓口として被災地支援を
行いました。
　救援物資受付は３月２２日で休止していますが、義援
金受付けは引き続き実施しており、４月１４日までに寄
せられた義援金は総額　8,193,653 円となりました。
　皆さまのご協力に感謝申し上げます。
　全額日本赤十字社長野県支部へ送金し、関係機関が
行う「配分金委員会」により被災した皆さまに届けら
れます。（戸別募金は次号掲載予定）

社協窓口受付（敬称略、順不同）
◆佐久食品衛生協会 軽井沢支部　20 万円　◆借宿ききょうの会　3 万円　◆土屋一郎・有志　20,500
円　◆大矢はや乃　1,000 円　◆川嶋光雄　5 万円　◆藤田良子　5 万円　◆そば処源水チャリティー
ボックス　10 万円　◆若井征治　2,000 円　◆匿名　5,000 円　◆匿名　10 万円　◆土屋芳文　2 万円　
◆匿名　1 万円　◆本房みつ代　1 万円　◆神宮寺駐車場　30 万円　◆今村舜匤　2 万円　◆はつらつ
教室生徒一同　22,000 円　◆匿名　1 万円　◆有限会社クリーンライフ　1 万円　◆土屋栄衛　1 万円　
◆上田公三　1 万円　◆福士アサ子　1 万円　◆匿名　30 万円　◆匿名　5,000 円　◆匿名　5 万円　
◆匿名　1 万円　◆匿名　2 万円　◆匿名　2,300 円　◆軽井沢町民生福祉委員協議会　5 万円　◆有限
会社 岩下建築　3 万円　◆匿名　5,000 円　◆松本行晴　1 万円　◆岸本桂子　2 万円　◆匿名　10 万
円　◆匿名　10 万円　◆西部小学校児童会　54,811 円　◆（公財）軽井沢大賀ホール　138,677 円　
◆中部小学校児童会　181,679 円　◆荒井保子　1 万円　◆荒井真由美　5,000 円　◆匿名　5,000 円　
◆離山地区社協　5 万円　◆軽井沢町職員互助会　20 万円　◆井出正孝　5 万円　◆新軽井沢地区社協　
2 万円　◆借宿コーラス　3 万円　◆スカップ・アリーナ募金箱　26,535 円　◆中澤信栄軽井沢ライブ
実行委員会　18,850 円　◆中村勝明　1 万円　◆中村晃浩　5,000 円　◆匿名　3,500 円　◆匿名　
3 万円　◆軽井沢学園職員一同　22,307 円　◆匿名　3,500 円　◆匿名 3,500 円　◆中村英三　3,500 円
　◆匿名　3,000 円　◆匿名　5,000 円　◆今成欣也　3,000 円　◆匿名　3,000 円　◆共同作業所さく
ら草　1 万円　◆北澤盛雄　2 万円　◆清水文代　1 万円　◆㈱白樺堂ボランティア会　111,333 円　◆
「みんなに届け！げんき玉とげんきん玉」実行委員会　100,225 円　◆軽井沢バッファローズ　5 万円
　◆軽井沢町体育協会　372,700 円　◆軽井沢町体育指導委員会　16,000 円　◆林利佳子　3,500 円　◆
清水としみ　1 万円　◆ SONN 軽井沢 街頭募金　434,405 円　◆浅間学園職員一同　25,210 円　◆匿
名　3,000 円　◆軽井沢町社協ふれあいサークル　64,000 円　◆株式会社サンファーマーズ（アメーラ
会） 50 万円　◆ SC 軽井沢クラブ　45,000 円

総　額　8,193,653 円（４月１４日現在）

内、募金箱　2,083,347 円
（募金箱設置場所：　町役場、軽井沢病院、中央公民館、木もれ陽の里 １階・２階）

大賀ホールによる軽井沢駅でのチャリティーミニコンサート
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　未曾有の大震災となった「東日本大震災」ですが、発災から時間が経過し、現地でも県外
からのボランティア活動を希望するところも増えてきています。
　ボランティアセンターでは被災地へボランティア活動に入りたい方々の窓口となり、様々
な情報と意見交換を行いながら活動者の希望にかなった調整をさせて頂きます。
　以下は基本となる活動条件です。詳細はボランティアセンターまでお問い合わせください。

　以上について、ガイドラインを配布し、オリエンテーションを実施しています。
詳しくは社会福祉協議会ボランティアセンター　電話 45-8113　（担当：大澤・土屋）

東日本大震災に関するボランティア情報東日本大震災に関するボランティア情報

SONN 軽井沢による軽井沢駅での街頭募金

役場窓口受付分（敬称略、順不同）
◆建設業協会　10 万円　◆匿名　1 万円　◆匿名　1 万円　◆匿名　1 万円　◆匿名　1 万円　◆軽井
沢町建設課　27,000 円　◆軽井沢ペヌエルチャーチ　31,400 円　◆石川幸男　1 万円　◆軽井沢町保
護司会　3 万円　◆旧軽井沢ゴルフクラブ　9 万円　◆中山のジャム　10 万円　◆匿名　1 万円　◆匿
名　2 万円　◆匿名　1 万円　◆匿名　10 万円　◆匿名　5,000 円　◆㈲オープンギルド　2 万円　◆
長谷川袈裟夫　5万円　◆長谷川和栄　5万円　◆㈱ＦＫダイニングシェ草間 5万円　◆フラダンス・ラ・
ラ・カーネーションズ　15,000 円　◆㈱井上軽井沢　5 万円　◆軽井沢ペンション組合　10 万円　◆日
本共産党佐久地区委員会　20 万円　◆柳澤覚也　3 万円　◆軽井沢文化協会　10 万円　◆軽井沢中部小
学校職員　33,000 円　◆匿名　10 万円　◆匿名　7,000 円　◆匿名　5,000 円　◆高齢者カラオケクラ
ブ　11,000 円　◆中軽井沢飲食店組合　5 万円　◆土屋猛　1 万円　◆林一夫　1 万円　◆軽井沢町体
育協会アイスホッケー部（軽井沢ワイルドキャッツ、WAG 軽井沢アイスホッケークラグ、軽井沢キン
グス、軽井沢エンジェルス、軽井沢フェアリーズ、軽井沢高等学校アイスホッケー部、軽井沢中学校ア
イスホッケー部、軽井沢バッファローズ、チーグル軽井沢） 4 万円　◆軽井沢観光協会　23 万 2,000 円　
◆村上鈴子　10,432 円　◆㈱スリーヴァリーズ・ペンギンギャラリー　1 万円　◆匿名 31,392 円　◆
匿名　18,608 円　◆軽井沢町区長会　10 万円　◆㈲あさま不動産鑑定　2 万円　◆軽井沢厚生施設管理
者協会　10 万円　◆原野太　10 万円

　今後も引き続き募金箱を設置し、社協窓口で
の受取り ( 受領書発行 ) を行いますので、ご協
力をお願いいたします。

　❶ ボランティア活動保険への加入
　❷ 情報収集について
　❸ 十分な準備について
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主な事業を紹介致します
◆ 地域福祉推進・高齢者・戦没者遺族福祉・青少年・児童福祉推進及び福祉学習
　■ 地区社協設置推進　　　　　　　　　　　　　
　■ ふれあい生き生きサロン
　■ 地域交流会・懇談会などの活動支援　　　　　
　■ 地区社協福祉活動推進員研修会の開催
　■ 歳末慰問事業　　　　　　　　　　　　　　　
　■ ひとり暮らし高齢者ふれあいの事業
　■ 戦没者合同追悼式
　■ ひとり親家庭親子遠足
　■ 町内の小中高校の福祉学習に協力
　■ 社会福祉普及校の指定及び助成
　■ 安心生活創造事業（配食、安心ほっとサロン、地域通貨）
　■ 軽井沢町ふれあい祭りの開催
　■ 軽井沢町ボランティアセンターの運営

◆ 権利と生活を守ります
　■ 生活福祉資金　　　　　　　　　　　　　　　
　■ 自立生活支援事業の受付
　■ 金銭管理財産保全サービスの実施　　　　　　
　■ 心配ごと相談事業（毎月１０日）の実施

◆ 障害者福祉サービス
　■ 障害者自立支援法に関する事業
　　（軽井沢町社会福祉協議会障害者相談支援事業所）
　■ 在宅心身障がい者（児）希望の旅の実施
　■ 地域活動支援センターの運営

◆ 介護保険事業・・・介護を支えます
　■ 指定居宅介護支援（ケアプラン作成）
　■ 指定居宅介護サービス（デイサービス
　 ／基準該当型ショートステイ／ホームヘルプ／福祉用具貸与）
　■ 地域密着型サービス
　　 指定小規模多機能型居宅介護事業「まさちゃん家」
　　 指定認知症対応型共同生活介護事業（グループホーム）「くにちゃん家」
　■ 福祉サービス　　　配食サービス／ひとり暮らし高齢者安否確認「こんにちはコール」
　　　　　　　　　　　 高齢者電話サービス「お元気電話」

　東日本大震災は、東北・関東・長野県北部に甚
大な被害をもたらしました。被害に遭われた皆様
にお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復
興をお祈り申し上げます。
　昨今、行方不明高齢者問題、孤立や無縁社会等、
地域の福祉課題が大きくクローズアップされ、地
域の結びつきの重要性や地域住民と協働して進め
る地域作りの期待が大きくなっています。
　つきましては、地域福祉推進に向け皆さまのご
支援、ご協力を賜わりますようよろしくお願い申
し上げます。

社会福祉協議会平成23年度

新会長 あいさつ

石 原  希
ま れ

 典
す け

土屋会長が退任されました。

安心生活創造事業　安心ほっとサロン

災害ボランティアフォーラム

中部小学校 福祉学習

　4 月１４日付けで土屋成實
会長が退任されました。
　永年にわたり社会福祉事業
の推進と地域福祉の発展にご
尽力いただきました。
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平成23年度
社会福祉協議会予算について
　社会福祉協議会は、地域の様々な福祉課題に向き合い「社協の特性や、社協
にしかないことは何か」を常に問いかけをし、今後事業展開に向け、公共性と
民間感覚を発揮しながら、住民・行政・関係機関と手を携えながらサービスの
質の向上と適切な事業運営に取り組んでまいります。

予算
概要

  収　入

 支　出

373,584千円

374,305千円

一　般 介護保険 計
町 補 助 金 43,939 0 43,939
町 受 託 金 49,891 5 49,896
県 補 助 金 346 0 346
社 協 会 費 3,648 0 3,648
共同募金配分金 3,962 0 3,962
介 護 保 険 報 酬 0 186,732 186,732
利 用 者 負 担 金 0 17,274 17,274
利 用 料 収 入 2,855 20,988 23,843
寄 付 金 500 1 501
事 業 収 入 3,460 600 4,060
繰 入 金 収 入 4,780 3,036 7,816
前 年 度 繰 越 金 2,486 22,718 25,204
そ の 他 156 6,207 6,363

116,023 257,561 373,584

◆ 一　般
法人運営経理区分
共同募金事業経理区分
地域活動支援センター運営経理区分
生活支援事業経理区分

71,368千円

3,963千円

25,334千円

16,079千円

（人件費・地区社協助成金・ボランティア活動 )

（地域見守り事業・家族介護支援事業 )

（地域活動支援センター運営他 )	

（町委託・家族介護者教室・移送サービス他 )

◆ 介護保険
　 介護保険事業経理区分

○居宅介護支援事業

○訪問介護事業

○通所介護事業

○短期入所生活介護事業

○福祉用具貸与事業

○小規模多機能型居宅介護事業

○認知症対応型共同生活介護事業

○その他

265,012千円
34,159千円

31,567千円

85,780千円

32,347千円

18,163千円

28,034千円

26,610千円

901千円

（ケアプラン作成）

（ホームヘルプサービス）

（デイサービス）

（ショートステイ）

（ベッド・車椅子等貸し出し）

（ヘルパー・デイ・ショート　通称：まさちゃん家）

（グループホーム　通称：くにちゃん家）

（障害者福祉サービス事業等）

内
　
訳

補助金・
受託金等
25%

社協会費・
共同募金配分金

2%

介護保険収入
55%

利用料収入
6%

繰入金収入
2%

前年度繰越金
7%

その他
3%

法人運営
19%

共同募金事業
1%

地域活動
支援センター

7%

生活支援事業
4%

介護保険事業
69%

補助金・
受託金等
25%

社協会費・
共同募金配分金

2%

介護保険収入
55%

利用料収入
6%

繰入金収入
2%

前年度繰越金
7%

その他
3%

法人運営
19%

共同募金事業
1%

地域活動
支援センター

7%

生活支援事業
4%

介護保険事業
69%
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サロンでできる！
　レクリエーション ★風船バレー

◎対抗で行う場合
◦２チームに分かれ向き合いにな

り座ります。( 立位でも可 )
◦バレーボールと同じ要領で行

い、床に風船が落ちた時点で相
手チームに点数が入ります。

　あらかじめ点数を決めておいて
下さい。

用意する物…風船・ネット（ない場合はリボンのような紐）
◎円形で行う場合
◦円形になり座り、風船が床に落

ちるまで数を数えます。

目標数を決めておくと全員で団結
できるので楽しめると思います。

（介護事務係　柳沢）

新役員を紹介します。社会福祉協議会
　社会福祉協議会の執行部である「理事会」、議決機関である「評議員会」の役員が新しくなりました。
　これから２年間、役員の皆様と社会福祉協議会を運営してまいります。

〈平成 23 年 4 月 15 日現在・敬称略〉

〈平成 23 年 4 月 15 日現在・敬称略〉

理事・監事

評議員

役　名 氏　　　名 役職名等 役　名 氏　　　名 役職名等
理　　事 石　原　希　典 会長 理　　事 佐　藤　利　夫 学識経験者
理　　事 甲　田　康　子 副会長 理　　事 大　林　博　美 学識経験者（経営）
理　　事 中　嶋　忠　利 学識経験者（区長会） 理　　事 中　村　英　三 福祉施設
理　　事 藤　田　喜　人 副町長 理　　事 土　屋　和　子 民生福祉委員協議会副会長
理　　事 坂 口 宇 多 彦 町議会議員（4 月 29 日まで） 理　　事 荒　井　則　雄 常務理事
理　　事 櫻　井　朝　教 民生福祉委員協議会会長 監　　事 上　原　敬　夫 福祉経験者
理　　事 高　　橋　　勝 学識経験者 監　　事 向　井　茂　則 福祉経験者
理　　事 古　越　道　夫 学識経験者

氏　　　名 役職名等 氏　　　名 役職名等
清　水　久　利 町議会議員（4 月 29 日まで） 酒　井　聰　美 大日向地区社協
佐 藤 元 太 郎 教育関係機関代表 福　沢　克　己 借宿地区社協
土　屋　靖　國 民生委員 藤　巻　英　夫 茂沢地区社協
清　水　文　代 民生委員 岩　　田　　弘 老人クラブ連合会
山　浦　宏　夫 つくしケ丘区長 菅　原　邦　子 赤十字奉仕団
栁　澤　信　介 旧軽井沢区長 田　村　澄　枝 手をつなぐ親の会
土 屋 多 喜 男 新軽井沢地区社協 井　上　和　子 精神保健福祉団体連合会
上 原 勝 太 郎 成沢地区社協 林　利　佳　子 ひとり親家庭の会
勝　又　輝　雄 南軽井沢地区社協 春　日　正　次 身体障害者福祉協会
高 林 和 加 子 離山地区社協 山　岸　征　男 ボランティア
清　水　洋　子 中軽井沢地区社協 松 田 み ど り ボランティア
依　田　寿　男 下発地・杉瓜地区社協 荒　木　武　貴 ボランティア
猪 狩 三 四 四 塩沢地区社協 袖　　山　　尚 青年会議所
岩　井　征　夫 鳥井原地区社協 土　屋　達　夫 育護会　浅間学園
成　田　君　雄 油井地区社協 佐　藤　久　男 町保健福祉課長

任期  平成 23 年 4 月 15 日～平成 25 年 4 月 14 日

任期  平成 23 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日
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社 協 会 員 募 集
　社会福祉協議会は、地域住民が安心して暮らせる地域づくりを目指し、地域住民と共に協働して
必要な事業や活動を行いながら、住みよい町づくりのための運動を進めるのが役割です。その活動
をすすめるために会員制度をとっています。皆さまに会員として参加・協力していただくことで、
福祉に対する理解と関心を高めていただき、さまざまな地域活動を支えていただくことを目的とし
ています。
≪会費の種類≫　
　①一般会費（一戸）　　　・・・・・・・・・・・・　　　　５００　円
　（広く住民の皆さんから社協の会費としていただくものです。）
　　→区の協力により隣組を通して依頼します。
　②賛助会費（１人）　　　・・・・・・・・・・・・　　１，０００　円
　（社協活動に賛同する個人からいただくものです。）
　　→ご連絡ください。いただきに参ります。
　③特別会費（１社）　　　・・・・・・・・・・・・　　３，０００　円　以上
　（法人、商店、団体からいただくものです。）
　　→直接お願いに参ります。	
≪会費の使い道≫
　右図のように会費は地区の皆さまに還元される
ようなシステムになっています。昨年は一般４，
０９４名・賛助１６０名・特別２７５社の方々に
会員になってもらい、３，５３１，０００円いた
だき助成金として使わせていただきました。皆さ
まからいただきました会費は地域福祉推進を目指
し、有効に活用させていただきますので今年もよ
ろしくお願いします。

　赤十字活動は、「苦しんでいる人を救いたい。」その気持ちに支えら
れています。皆さまからいただく寄付と社員社費は、左記の諸事業に生
かされます。東日本大震災や県北部地震などの被災地にも、いち早く駆
けつけました。
　日赤長野県支部軽井沢町分区では、５月から６月にかけて、赤十字活
動資金を募りますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

＊新しく社員になっていただける方は、随時、社協事務局で受け付けております。
　　お問い合わせ先：軽井沢町社会福祉協議会内「日赤長野県支部軽井沢町分区」
　　　　　　　　　　電話：45 － 8113 まで

日本赤十字社  命を救う、力を合わせよう。
救急法等の講習会

災害救護活動
国際活動

看護師養成

青少年赤十字
赤十字奉仕団活動

医療事業・血液事業
社会福祉事業

募集金額　
●寄付金（１世帯）…484 円（目安額）
　⇒区の協力により集めます
●社員社費（日本赤十字社の社員）…１人 1,000 円以上
　⇒地区の赤十字奉仕団を通じて集めます

社協会費
地域交流
など

ボランティア
活動など

区・地区社協
など
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 ◆ 社 協 特 別 会 員 紹 介 ◆

1 企業名
　 有限会社　岩井新聞店
2 業　種
　 新聞販売店
3 ひと言

　当店は、深夜・早朝にかけ約３，
８００世帯に新聞をお届けしていま
す。短時間で配達する為「迅速・確実」
を心掛けています。最近は若者の活字
離れがと言いわれてますが新聞は頭の
“こやし”是非ご覧いただきますよう
お願いします。

取材者　総務係　萩原正博

1 企業名
　 草軽交通株式会社
2 業　種
　 交通運輸業 、旅行業 、自動車整備業、
　 有料道路業 、土産品店
3 ひと言

創業 99 年の歴史を刻む、草軽から軽
井沢の経済を荷ってきた会社です。顧
客第一主義、顧客満足度の追及、地域
貢献、指針は明るく元気にスピードを
持って、です。本年 3 月 3 代目の新
社屋が落成した、従業員 70 名の会社
です。

取材者　介護業務係　柳沢久子

1 企業名
　 旧軽井沢ゴルフクラブ
2 業　種
　 ゴルフ場の営業（会員制）
3 ひと言

大正 8 年に創立、本年 92 周年を迎え
ます。国内の現存するゴルフ場では 4
番目に古いゴルフ場となります。明治
26 年に碓氷線が開通し避暑地軽井沢
の評価が高まり、別荘が増え始めた時
期であり、我が国でもようやくゴルフ
の黎明期を迎えようとした時代でもあ
ります。軽井沢と共に生きてきたゴル
フ場です。

取材者　地域福祉係　土屋聡子

シリーズ
健
けん
幸
こう
になるために

地域活動支援センターより

第 7 回『体と脳を鍛えよう!!』
　皆さん、運動習慣はついてきましたか？！運動で身体を健康に保つだけではなく、脳も元気で若々しくい
られるために、今回は脳を刺激する体操を紹介します！！

　地域活動支援センターでは３月３日のおひな祭りに、
テーブルマナーを兼ねて町内のレストランでお食事会を
開きました。レストランでお食事とあって、女性陣はお

しゃれをしてとても華やかでした。テーブルマナーと言うと緊張しがちで
すが、お店の方が丁寧に教えて下さり、美味し
く楽しくお食事をすることができました。また、
今回のお食事会ですが、利用者ミーティングの
話し合いの中から声があがりました。「ナイフ
とフォークを使った食事をしたい！！」それで
は、是非行きましょうと即決でした。自分達の
声が実現したこととすごっく美味しい料理に大
満足でした。

〔つま先踵上げ〕　①右足は踵・左足はつま先を同時に上げる。
　　　　　　　　　②左足が踵・右足がつま先上げになり繰り返す。

※足踏みミシンのようになります！
　段々と、スピードを上げていきましょう。

〔一人じゃんけん〕　●右手；グー→チョキ→パー　　
　　　　　　　　　　●左手；チョキ→パー→グー　　　　
　　　　　　　　　　　の順番で、左右同時に動かす。
☆今回紹介した運動だけでなく、全身的に運動を行なうと血流が良くなり “脳力アップ”に繋がります。

自宅でも少しずつ行なって脳を若々しく保ちましょう！！

（介護事務係　佐々木）

☆足のむくみ予防にも有
効な運動です。テレビ
を見ながらでも実施で
きます！！ ※左右バラバラの動きをするこ

とで、脳を刺激し活性化させま
しょう！！

次回：『ストレッチで、肩こりを和らげよう』は肩周りのストレッチ方法を予定しています。
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　3 月 13 日に予定していたボランティア見本市ですが、11 日に発生した東日本大震災を考慮し中止と
しましたが、再度 5 月に開催することになりました。
　軽井沢町ボランティアセンターに登録しているボランティア団体及び個人の皆さんが一同に会し、お
互いの情報交換を行う「見本市」です。
　この機会に「ボランティア」に興味がある方もどうぞ参加下さい。

期　日　５月１５日(日)午後１時～４時
会　場　軽井沢町中央公民館 大講堂
内　容　・スクリーンを使用した活動内容紹介
　　　　・各団体が体験コーナーを設置
　　　　・東日本大震災・県北部地震について皆で考えます
問合せ先　ボランティアセンター　電話45－8113

ボランティア見本市開催します

　12 月の社会福祉大会に併せて実施した「手
の写真展」皆様に好評を頂き、たくさんの温
かい気持ちを届けました。
　今年も社会福祉大会に併せて写真展を開催
します。
　撮影者を下記の通り募集しますので、奮っ
てご応募ください。

●条　件／一人 1 点。年齢不問。
＊今年度の軽井沢町社会福祉大会は１１月下旬から１２月に

開催する予定ですので、１０月頃に写真を担当までお持ち
頂きます。

＊撮影者向けの講習会を開催しますので、技術に不安を感
じる方も奮ってご応募下さい

●募集期間　５月１０日～３０日
●募集人数　７０名
●応募方法　地域福祉係までお電話下さい。
　　　　　　①氏名②年齢③住所④連絡先⑤今考えている
　　　　　　　モデルをお伝え下さい。

地域福祉係　電話 45-8113 ／ FAX46-2116

手の写真展 撮影者　募集

も ぐ も ぐ 毎 日 ご は ん プ ロ ジ ェ ク ト

食育について考える講演会
ごはんで子どもたちが変わった

2011 年　5 月 30 日（月）
軽井沢町中央公民館 2F 大講堂

9:40 開場／ 10:00 開演
500 円 全席自由

託児あり　有料（保険代金）
主催：MOA 食育ネットワーク軽井沢 MOGURIN　共催：軽井沢町社会福祉協議会

後援：軽井沢町／軽井沢町教育委員会／軽井沢町商工会
協力：FM 軽井沢／軽井沢ニュース舎／協和ビジョン（株）／花と緑の仲間たち

※事前にチケットを購入下さい
　お問い合せ・購入先：MOGURIN 代表（酒出） 090-6523-1456
　　　　　　　　　　　地域福祉係　FAX46-2116

講師：大塚貢先生（元上田市教育委員長・教育アドバイザー・食育アドバイザー）



ちょっとひと休み

　社会福祉協議会ではボランティアセンターの運営を一緒に考
えて頂ける「ボランティアセンター運営委員」を募集します。
　公募の条件は以下の通りです。
　１、定期的に運営委員会へ出席頂ける方
　２、町内在住で現在ボランティア活動を実施されている方
　　（どんなボランティアでも構いません）
　３、2 年間の委員任期を受諾できる方
公募期間：平成 23 年 5 月 1 日～ 5 月 31 日迄
申込み・問い合わせ　ボランティアセンター　
　　　　　　　　　ボランティアコーディネーター　大澤・土屋
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　木もれ陽の里内のデ
イサービスで介護職員
として働いています。
　どこかで見たような顔
だなぁ…と思った方。そ
うです！昨年12月の社
会福祉大会では「沖田総
司」役で出演しました。
　彼の持ち味は何と
言っても189㎝の長身。
ゆったりとした立ち居
振る舞いと笑顔に心癒
されます。

社会福祉事業指定寄附として
日本舞踊竹本流 ……………………… 35,144 円

介護保険事業指定寄附として
山村正孝　様 ……………………… 車椅子　1 台

ありがとうございます。
大切に使わせて頂きます。

新任職員紹介

　背が高いのですぐ分かると思います。笑顔
で元気に頑張っていきますのでよろしくお願
いします。

◆ ご本人よりひと言 ◆

羽
は

田
だ

 貴
たか

大
ひろ

 さん

（取材：地域福祉係　大沢）

寄 付 の お 礼

ボランティアセンター運営委員を募集します

軽井沢町社会福祉協議会 
電話番号一覧

〒 389-0111　軽井沢町大字長倉 4844 番地 1
＊事務局（総務・地域福祉・ボランティアセンター）
　　　　　　　　　　　　　　  電話 45-8113 ／ FAX46-2116
＊地域活動支援センター（共同作業所）…  電話・FAX45-8422
＊介護保険事業
　◆指定居宅介護支援事業 ( ケアプラン )　………電話 45-8508
　◆指定訪問介護事業 ( ヘルパー )　………………電話 45-8508
　◆指定通所介護事業 ( デイサービス )　…………電話 45-8547
　◆指定短期生活介護事業 ( ショートステイ )　…電話 45-0752
　◆指定福祉用部貸与事業  …………………………電話 45-8508

〒 389-0111　軽井沢町大字長倉 2363 番地 1
　◆指定小規模多機能型居宅介護事業「まさちゃん家」
　  （ヘルパー・デイサービス・ショート）電話・FAX45-8637
〒 389-0111　軽井沢町大字長倉 2371 番地 2
　◆指定認知症対応型共同生活介護事業 ( グループホーム )
　  「くにちゃん家」　　　　　　　　　　  　　 電話 45-8641

　「おはなしツリー」は、町立図書館で月一
回、日曜日の午前中に開催される、読み聞か
せイベントを開催しているボランティア団体
です。（開催日については町立図書館へ）
　町立図書館の他にも保健センターが実施し
ている「セカンドブック」にも関わり、本が
プレゼントされる３歳児検診では、子ども達
に読み聞かせも行っています。子ども達が本
に触れる機会を多く作り、本好きな子どもが
増えて欲しい。とのこと。
　今年度の「あったかネットワーク」では、
子ども達に関わるボランティア活動を紹介
し、子ども達の笑顔をお伝えしていきます。

　東日本大震災と県北部地震を経験し、私自身が出来ることは何
だろうと考えています。　社協にも「現地へボランティアに行っ
て来た」「ボランティアに行きたいので情報が欲しい」「イベン
トを開催して義援金募集を行いたい」「支援するための団体を立
ち上げて活動をしたい」「町内に避難してきた方に何かできない
か…」等々、たくさんの声が寄せられています。
　私たちに求められていることは、これからずっと被災地のこと
を忘れずに考え続け、私だから出来ることを見つけ、取り組み続
けたいと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　（大沢）

表 紙 紹 介
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137 136

157
18

追分

信濃追
分

中軽井沢
借宿

軽井沢町
社会福祉協議会
（木もれ陽の里内）

塩沢

鳥井原

中軽井沢

軽井沢西
浄化センター

軽井沢町役場軽井沢西部小

軽井沢バイパス

長野新
幹線

しなの
鉄道日本ロ

マンチ
ック街

道

認知症対応型共同生活介護事業所

くにちゃん家

小規模多機能型居宅介護事業所
まさちゃん家

離山


